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テーマ  

「外国人のために、私たちにできる事とは？」 

 

 

現状①  私たちが外国人の困っていると思う事 

 

・会話 ・生活 ・言葉 ・車の運転 ・ルール 

・マナー ・お金 ・食料・買い物 ・学校  

・字 ・病院 ・在留資格 ・アレルギー 

・家・売っている食べ物の値段が分からない・時間  



現状② 調べた情報  

・電車が複雑 ・Wi-Fi が少ない ・家が見つからない  

・店に英語のメニューが少ない ・敬語やマナーが難しい 

・温泉に入れないことがある ・ATM が不便  

・クレジットカードを作るのが大変  

・職場のルールが分からない   ・交通手段 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

左の図のようにルールやマ

ナーを知らなくて困ったこ

とがある人はたくさんいま

す。 

例えば車のルールやマナー

が分からなくて困っていま

す。 

また、ごみの捨て方や仕事

についても困っています。 

  

 

 

 

 



 

 

 

③インタビュー結果 

学校の先生にインタビューすると「ある」と思って聞いてみたら、「な

い」という結果だった。「ない」と聞いてびっくりした。 

 

 

(疑問) 

なぜ「ない」と答えたのか？ 

何で言葉が分かるのか？  

勉強してきたのだろうか？ 

 

 

④困ったことがない外国人は何をしたらもっと楽しく暮らせるの

か？ 

・国の文化を使ったゲームや食べ物を取り入れる。 

・お店で外国の人気な曲を流す。 

・言葉が通じなくても日本人とジェスチャーなどで楽しく接する。 



提案（まとめ） 
 

わたしたちは国の文化を取り入れ、飲食店やスーパーマーケットな

どで外国の曲を流すという提案が出ました。 

なぜなら、外国の曲を流すことや文化を取り入れることは外国の人

にとって日本に慣れることが出来ると思うからです。 

このようなことを実現させるには、日本が外国の文化をもっと知り、

それを日本に取り入れることで実現できると思います。 

  

全体の感想 
 

学校の英語の先生にインタビューすると、言葉についても買い物の

事についてもすべて困っていることはないと言われ「My PERFECT 

HUMAN」といわれ困りました。次の週にも違う人にも聞いてみても

「ない」といわれもっと困りました。インタビューの他にも大変なこ

とはあったけどこのような経験が出来て良かったです。やっている

うちにだんだん楽しくなってきました。違うお題でもやってみたい

と思いました。 


